
第203号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、質
疑
し
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和５年８月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、11月15日（水）発行予定です。

　　　　　

　　

　　　　　　　

　　　

　

　

　　 　　　

　　　

　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

政

友

会
勝

又
　
　

勝

立

憲

民

主

党
津
久
井
　
清
氏

公

明

党
伊
福
　
幸
一

○
議
案
第
１
号

問　

条
例
改
正
の
概
要
及
び
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
な
ど

に
備
え
て
設
置
す
る
手
当
の
特
例

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合

に
適
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

概
要
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
２
類
か
ら
５
類
感
染
症
へ
と

移
行
し
、
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
従
事
し
た

職
員
に
対
す
る
防
疫
作
業
手
当
の

特
例
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
本
市

で
も
国
の
取
扱
い
を
踏
ま
え
て
感

染
症
作
業
手
当
に
つ
い
て
同
様
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
あ
わ
せ

て
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
株
が
特
定
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
に
該
当
し
た
場
合
に

国
は
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を

保
護
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
措
置

に
係
る
作
業
を
行
っ
た
場
合
は
日

額
１
千
500
円
を
超
え
な
い
範
囲
で

緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作

業
で
あ
っ
て
心
身
に
著
し
い
負
担

を
与
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
日
額

４
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い

て
、
防
疫
作
業
手
当
を
支
給
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
同
様
に
支
給
で

き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

変
異
株
な
ど
に
備
え
て
設
置
す
る

特
例
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
う
ち
国
に

お
い
て
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
、
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
に
該
当
し
た
場
合
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
未
知
の
変
異
株
等
に
備

え
る
も
の
と
な
る
た
め
、
現
段
階

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

増
額
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

昨
今
の
物
価
高
に
よ
る
資
材
や
人

件
費
の
高
騰
、
積
算
に
よ
る
経
費

の
増
額
、
耐
久
性
や
安
全
性
の
向

上
な
ど
に
よ
り
積
算
し
た
結
果
、

当
初
予
算
額
を
800
万
円
上
回
っ
た

た
め
で
す
。

　

今
後
の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
直
近
の
入
札
に
付
し

工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
特
殊
な
材
料
や
資

材
を
使
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

製
作
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
土

木
工
事
の
ほ
か
、
水
道
、
電
気
、

機
械
な
ど
工
事
が
多
岐
に
わ
た
る

○
議
案
第
３
号

問　

農
業
振
興
対
策
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
気
象
災
害
に

強
い
果
樹
産
地
支
援
事
業
補
助
金

の
事
業
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答　

千
葉
県
で
は
、
令
和
４
年
６

月
３
日
に
県
北
西
部
に
降
っ
た
ひ

ょ
う
の
影
響
に
よ
り
、
収
穫
量
が

全
国
１
位
の
梨
を
中
心
に
大
き
な

で
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

国
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
従
事

す
る
職
員
の
感
染
リ
ス
ク
な
ど
を

勘
案
し
、
そ
の
都
度
必
要
な
措
置

を
実
施
し
ま
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

条
例
改
正
に
至
っ
た
背
景
と

概
要
及
び
改
正
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

背
景
に
つ
い
て
、
世
界
で
は

脱
炭
素
社
会
へ
の
認
識
が
広
ま
り

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
電

気
自
動
車
の
需
要
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
航
続
距
離
を
伸
ば
す
た

め
に
必
要
な
搭
載
電
池
の
大
容
量

化
が
進
む
も
の
と
想
定
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
電
気
自
動
車
社
会
を
実

現
す
る
に
は
出
力
の
大
き
い
急
速

充
電
設
備
を
設
置
し
、
充
電
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
急
速
充
電
設
備
の
規
制

を
見
直
す
も
の
で
す
。

　

概
要
に
つ
い
て
は
、
急
速
充
電

設
備
の
定
義
を
見
直
す
と
と
も
に

出
力
の
上
限
を
撤
廃
し
、
急
速
充

電
設
備
の
所
要
の
規
定
を
整
備
す

る
ほ
か
、
健
康
増
進
法
に
規
定
す

る
喫
煙
専
用
標
識
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
、
喫
煙
所
の
標
識
が
無

く
て
も
可
能
と
し
た
ほ
か
、
禁
煙
、

火
気
厳
禁
、
喫
煙
所
と
表
示
し
た

標
識
と
併
せ
て
設
け
る
図
記
号
に

あ
っ
て
は
、
国
際
標
準
化
機
構
、

ま
た
は
日
本
産
業
規
格
に
定
め
る

も
の
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
出
力
の
大
き
い
急
速

充
電
設
備
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ

り
、
電
気
自
動
車
の
充
電
時
間
が

さ
ら
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
の
利
便
性
が

向
上
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

○
議
案
第
３
号

問　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
策
定
を
目
指
す
こ

と
と
な
っ
た
経
緯
と
方
向
性
及
び

今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答　

経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
成
14

年
度
に
鎌
ケ
谷
市
男
女
共
同
参
画

計
画
、
平
成
22
年
度
に
鎌
ケ
谷
市

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
成
果

を
踏
ま
え
、
女
性
の
就
労
問
題
、

男
性
の
家
庭
や
地
域
へ
の
参
画
、

性
の
多
様
性
と
い
っ
た
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
２
年

度
に
第
３
次
鎌
ケ
谷
市
男
女
共
同

参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、
性
的
少
数
者
の
方

が
一
定
数
い
る
現
状
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
や
認
識
を
深
め
る
た

め
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、
多
様

性
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
位
置
づ

け
、
そ
の
取
組
と
し
て
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
目
指
す

も
の
で
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

○
議
案
第
２
号

問　

急
速
充
電
設
備
の
出
力
上
限

の
撤
廃
に
関
し
、
上
限
が
あ
っ
た

理
由
及
び
上
限
撤
廃
に
お
け
る
影

響
を
伺
い
ま
す
。

答　

上
限
が
あ
っ
た
理
由
は
、
現

行
の
急
速
充
電
設
備
の
規
定
を
定

め
る
際
の
検
討
部
会
に
お
い
て
、

当
時
の
電
気
自
動
車
の
需
要
を
踏

ま
え
、
200
　

kW
ま
で
に
限
っ
て
対
象

と
し
て
い
た
た
め
で
す
。

　

上
限
撤
廃
に
か
か
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
出
力
の
大
き
い
急
速
充

電
設
備
の
普
及
に
よ
り
、
充
電
時

間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
利

便
性
が
向
上
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

○
議
案
第
３
号

問　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
策
定
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
を
伺
い
ま
す
。

答　

策
定
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

幅
広
い
見
地
か
ら
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
学
識
経
験
者
１
名

公
募
に
よ
る
市
民
の
代
表
２
名
、

関
係
支
援
団
体
等
に
属
す
る
者
１

名
、
市
長
が
必
要
と
認
め
た
者
４

名
の
計
８
名
を
構
成
員
と
し
て
い

ま
す
。

ー
で
あ
る
こ
と
や
様
々
な
事
情
に

よ
り
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
二
人
が
、
信
頼
で
き
る
パ

ー
ト
ナ
ー
と
対
等
な
立
場
で
協
力

し
合
う
こ
と
を
約
束
し
て
家
族
に

な
る
こ
と
を
市
が
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
多
様
な
生
き
方
が
尊
重
さ

れ
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
平

成
27
年
に
東
京
都
渋
谷
区
と
世
田

谷
区
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
以
来

全
国
300
以
上
の
自
治
体
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
６
月
現

在
、
千
葉
県
内
で
は
８
市
に
お
い

て
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
６
月
16
日
に

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
が
成
立
し

県
で
も
導
入
に
向
け
た
動
き
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
制
度
と

の
整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
を
超
え
た
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
の

２
年
間
で
策
定
委
員
会
に
て
制
度

の
骨
子
案
な
ど
必
要
な
検
討
を
行

い
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
１
号

問　

こ
れ
ま
で
に
支
出
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

伴
う
、
市
職
員
へ
の
特
殊
勤
務
手

当
の
支
給
総
額
と
対
象
延
べ
人
数

を
伺
い
ま
す
。

答　

対
象
と
な
っ
た
感
染
症
作
業

手
当
の
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
の
支
給
総
額
は
、
１
千

172
万
７
千
円
で
、
対
象
延
べ
人
数

は
、
３
千
24
名
で
し
た
。

問　

支
給
す
る
手
当
の
一
部
に
つ

い
て
、
３
千
円
か
ら
１
千
500
円
と

し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　

変
異
株
が
出
現
す
る
な
ど
、

全
国
的
か
つ
急
速
な
蔓
延
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
で
規
定
す
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
規
定
さ
れ
、

こ
の
場
合
、
国
で
は
、
既
定
の
作

業
手
当
と
し
て
１
千
500
円
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
人
事
院
が
定
め
る

額
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
本
市
も
同
様
の
額
と
し

た
も
の
で
す
。

未

来

会

議
德

野
　
　

涼

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 令和５年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致

議案第４号 令和５年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）原案可決 全会一致

議案第５号 鎌ケ谷市立東部小学校校舎外壁・屋上防水改修工事請負変
更契約の締結について 同　　意 全会一致

議案第６号 令和５年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致

議案第７号 令和５年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）原案可決 全会一致

議案第８号 令和５年度鎌ケ谷市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致

同意案第１号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

同意案第２号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第３号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第４号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第５号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第６号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第７号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第８号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第９号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第10号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第11号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

令和５年６月会議の審議結果一覧

こ
と
か
ら
今
年
度
末
の
完
成
を
予

定
し
て
お
り
、
供
用
開
始
は
現
時

点
で
は
未
定
で
す
が
、
完
成
後
な

る
べ
く
早
期
に
供
用
開
始
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
５
号

問　

今
後
の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
５
年
５
月
末
時
点
の
工

事
の
進
捗
状
況
は
、
全
体
の
約
４

割
に
達
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
外

壁
の
改
修
工
事
を
進
め
つ
つ
、
７

月
に
は
サ
ッ
シ
な
ど
の
改
修
工
事

を
開
始
し
、
工
事
の
完
成
は
、
令

和
６
年
２
月
28
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

千
葉
県
で
は
気
象
災
害
に
強
い
果

樹
産
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

令
和
６
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限

り
、
既
存
の
補
助
事
業
よ
り
高
い

補
助
率
を
設
定
し
、
集
中
的
に
多

目
的
防
災
網
の
整
備
な
ど
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

補
助
率
は
、
事
業
費
の
３
分
の
１

以
内
で
、
果
樹
棚
及
び
多
目
的
防

災
網
の
新
規
導
入
や
果
樹
棚
の
改

修
及
び
多
目
的
防
災
網
の
張
り
替

え
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問　

地
区
公
園
整
備
事
業
に
つ
い

て
実
施
設
計
の
結
果
、
工
事
費
が

増
額
と
な
っ
た
理
由
及
び
今
後
の

※�審議の詳細な内容については、８月下旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

農
作
物
被
害

が
あ
り
、
本

市
で
も
中
沢

地
区
の
一
部

の
梨
農
家
で

果
実
の
傷
や

へ
こ
み
、
葉

の
損
傷
が
確


